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申請土地所在地と同様の地番を記載

方向点までの辺長を記載

申請地

国道管理点名で記載
点名が管理点名と異なる場合は、
国道管理点名を( )書きで記載

縮尺は1/500以上

境界確認を行った

杭種の凡例はこの限りではありません

印

コンクリート杭

 計算点

基準点

（令和〇〇年〇〇月〇〇日　作製）

縮　尺

作 製 者

越 境 詳 細 図

単位＝ｍ

土地の所在・地番 〇〇市〇〇町〇〇丁目100番

1/100

杭の種類

 プラスチック杭

土地家屋調査士

 プレート

〇〇市〇〇町〇〇〇〇番地

 金属鋲

〇〇〇〇

※本例は道路管理上必要となる一般的な内容を記載した図である為、申請地の越境状況により本例とは別に必要となる内容の記載をお願いする場合もあります。

国道〇〇号と記載

申請地と記載

複数ある場合は申請地番全てに記載

R321-42

5.529
R321-43 R321-44

2.204

K14

国道〇〇号

12.769

100
99101

5.740
K96

越境範囲
越境幅
0.10

4.73

両端部の越境幅を記載

申請地の境界線は青色、越境部分は赤色で着色するよう記載

※民地構造物等が国道側へ越境している場合

(片側が越境していない場合は

K14

越境幅
0.10

申請地
100

101

詳細図 S=1:20

越境箇所の詳細図を記載

越境している方の端部のみ記載)

国道管理点が越境部分に含まれる場合は
管理点位置の越境幅も記載

上り側より 下り側より 詳細写真

境界線を朱線で記載し関係する境界点名も記載 越境幅の詳細写真を添付し境界線を朱線で記載

越境幅が分かるようにコンベックス等で明示ポールを入れて境界点位置が分かるように撮影

上り側・下り側双方よりの写真を添付

記載例 2

越境範囲が広く写真枚数が増える場合や、図面に写真の貼り付けが出来ない場合はA4規格の写真帳を添付

越境範囲・越境幅及び越境面積を記載

越境面積
0.21㎡

越境部分

T.1
T.2

 R321-42 

 K14方向 

 R321-43方向 

 R321-42方向 

 R321-43 

 K14 

 申請地 

 申請地 

 申請地 

 R321-43方向 

 K14 

令和８年７月時点


